
















































は し が き
本稿は，2001年７月１日以前に国際会計基準理事会（International Ac-
counting Standards Board : IASB）と解釈指針委員会（Standing Interpretations





































IAS International Accounting Standard
IASB International Accounting Standards Board









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































回復可能価額は資産の正味売却価格（net selling price, NSP）と使用価値

































































棚卸資産は取得原価と正味実現可能価額（net realisable value, NRV）のい
ずれか低い金額で計上します。棚卸資産の原価には，輸入関税，運送費・荷
役費，およびその他の直接付随費用から割引，割戻し，補助金を控除した金
額が含まれます。NRVは通常の営業過程における予想売価から，完成まで
に要する原価および販売費用を控除した金額をいいます。
標準の原価算定方式は，FIFO (first-in first-out）あるいは加重平均法です。
LIFO (last-in first-out）は代替処理として認められています。企業は自らに
とって同じ性質及び用途を有するすべての棚卸資産に対して同一の原価算定
方式を使用する必要があります。したがって，棚卸資産が異なった性質また
は用途をもつ場合には，異なった原価算定方式が認められる可能性がありま
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す。原価算定方式は毎期継続して適用します。企業が LIFOを用いて棚卸資
産を評価した場合，LIFOと次のいずれかとの差額を算出して開示する必要
があります 標準処理に従った金額と，正味実現可能価額のいずれか低い金
額，あるいは貸借対照表日現在の現在原価と正味実現可能価額とのいずれか
低い金額。
（SUH Yong-Dal／経営学部教授／2002年12月10日受理）
（おかだ・めぐみ／大学院経営学研究科博士前期課程）
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